
平成２９年度全国学力・学習状況調査特集号（概要版）速報

☆学力テスト本県結果 小６算数最下位脱出 全体的に平均近づく
上記のタイトルは８月２９日（火）の下野新聞朝刊の１面の見出しです。記事は「文科省が実施した全

国学力テストで、県教委は２８日、調査対象だった小学６年生と中学３年生の結果を公表した。小６は昨
年度まで5年連続で全国平均以下だったが、本年度は知識を問う国語A、算数Aで全国を0.1ポイント上
回り、全体的に平均に近づいた・・」とあります。そして県教委の担当者は「各校での学力向上の取組が
構築されつつあると考える。・・」とコメントしています。県全体で昨年度より全国順位が向上にした。
ということです。これらを踏まえて本校の結果の概要をお知らせします。本校においても今回や今までの
結果を分析し、古山小の児童の実態に合った学力向上の対策を更に推進していきます。

平成２９年度全国学力・学習状況調査結果（古山小の概況）

【学力調査】結果（全国平均正答率との比較）※公表の仕方は市教委に準ずる
実施日 ：平成２９年４月１８日（火） 実施学年：第６学年９０名
実施教科：国語Ａ（主として知識に関する問題）、国語Ｂ（主として活用に関する問題）

算数Ａ（主として知識に関する問題）、算数Ｂ（主として活用に関する問題）

「平均正答率の記号の凡例」

◎ 上回ってる。（５ポイント以上１０ポイント未満）○ 上回っている。（１ポイント以上５ポイ
ント未満） ― 同程度（±１ポイント未満）
▽ 下回っている。（１ポイント以上５ポイント未満）▼ 大きく下回っている。（５ポイント以上）

（１）全体の比較と傾向（全国の平均正答率との比較）

６年生 国 語Ａ 国 語Ｂ 算 数Ａ 算 数Ｂ 理 科

全国との比較 ○ ○ ◎ ○ 実施せず

・国語は、主として知識に関する問題（A）、主として活用に関する問題（B）とも平均正答率は、全
国平均正答率と比較すると上回っている。

・算数は、主として知識に関する問題（A）の平均正答率は全国平均正答率と比較すると大きく上回っ
ている。主として活用に関する問題（B）でも上回っている。

・全体的に国語より、算数の方が平均正答率は全国と比較すると上回っている。
・国語・算数とも主として活用に関する問題（B）の方が平均正答率は低い。

（２）学習指導要領の領域別の比較（全国との比較）
下野市全体の結果に

国 語 国 語Ａ 国 語Ｂ 算 数 算 数Ａ 算 数Ｂ ついては、Ｗｅｂペ
ージ「下野市教育情

話すこと・聞 ○ ◎ 数と計算 ◎ ○ 報ネットワーク け
くこと やきネット」の「お

知らせ」に掲載され
書くこと ◎ ○ 量と測定 ○ ― ています。以下のア

ドレスからアクセス
読むこと ○ ▽ 図形 ― ○ してご覧ください。

http://www.school.shi
伝統的な言語文 motsuke.ed.jp/index.ht
化と国語の特質 ○ 数量関係 ◎ ○ ml
に関する事項

（領域別の傾向）
・国語Ａでは、全領域で全国平均正答率より上回っている。特に「書くこと」が大きく上回っている。
・国語Ｂでは、「話すこと・聞くこと」が全国平均正答率より大きく上回っている。「読むこと」につ
いてはわずかながら下回っており、物語の読解についてやや課題がある。

・算数Ａでは、「数と計算」「量と測定」「数量関係」が全国平均正答率より上回っている。特に「数と

考える考える葦葦
下野市立古山小学校
校長室インフォメーション
平成２９年度 Ｎ０．５
平成2９年９月４日
発行責任者 阿嶋 敬一

校長室通信「かんがえるあし」



計算」「数量関係」は大きく上回っている。「図形」は同程度である。
・算数Ｂでは、「量と測定」が全国平均正答率と同程度であり、他は上回っている。

《全国より平均正答率が低かった問題や特に正答率が低かった問題の概要
（学習の改善が必要と思われる内容）※問題文を参照》

●国語Ａ「グループの話し合いを通して見付けた俳句のよさとして適切なものを選択する」４２の問題
「漢字を書く（参加たいしょう）」の設問→正答率は４０％程度であった。

●国語Ｂ「『水やりに協力してくれる人を募集します』の［イ］に入る内容を、中学生のアドバイスを
基に書く」２３の問題→平均正答率は３０％台であった。

「『きつねの写真』を読んだ後の話合いにおけるア・イの発言の意図として、適切なものをそ
れぞれ選択する」３１の問題→平均正答率は２４％程度であった。

●算数A「円を使って正五角形をかくとき、円の中心のまわりの角を何度ずつに分割すればよいかを書
く」６の問題

●算数Ｂ「１３本の直線を使う場合、手紙の用紙の長い辺を３等分するのは、何本目の直線と交わった
点かを書く」２の２の問題→平均正答率が２０％台であった。

「仮の平均の考えを活用して、測定値の平均を求める」３の２の問題→正答率２０％台と低い

※本調査の目的や，調査結果は学力の特定の一部分であり、また学校における教育活動の一側面です。
今後は、更に詳細な分析を行い、その分析結果を日常の学習指導の工夫改善等に生かしていきます。

【学習状況調査（児童質問紙）】の主な結果（一部です）
実施日 ：平成２９年４月１８日 実施学年：第６学年９０名
回答方法：４つから選択等
回答例：（１．している ２．どちらかというとしている ３．あまりしていない ４．全くしてい

ない ５．その他 ６．無回答）など

○高い割合や全国・県の結果と比較してよい傾向が見られる内容
・朝食を毎日食べている。
・毎日、同じくらいの時刻に寝ている。・毎日、同じくらいの時刻に起きている。
・ものごとを最後までやり遂げて、うれしかった。
・難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している。
・自分にはよいところがあると思っている。
・友達と話し合うとき、友達の意見を受け止めて、自分の考えを持つことができる。
・将来の夢や目標を持っている。
・普段、テレビやDVD、テレビゲーム、インターネットをしている時間が全国平均より少ない。
・普段、学校の授業以外に勉強している時間が全国平均より長い。
・学校が休みの日に本を読んだり、借りたりするために図書館に行っている割合が全国平均より高い。
・家の人と学校での出来事について話をしている。・家の人と将来のことについて話をしている。
・家の人は、授業参観や運動会の学校行事に来ている。
・家で自分で計画を立てて勉強をしている。・家で学校の宿題をしている。
・家で学校の授業の復習をしている。・学校に行くのは楽しい。・学校で好きな授業がある。
・学級でみんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがある。
・先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思っている。
・地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか。
・地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある。
・地域の大人に勉強やスポーツを教えてもらったり、一緒に遊んだりすることがある。
・外国の人と友達になったり。外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思っている。
・学校の決まりを守っている。・人が困っているときは、進んで助けている。
・人の役に立つ人間になりたいと思っている。

※たくさんよい傾向があります。古山小の児童のよさが表れています。

▼反対に検討や改善を要すると考えられる内容
・友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか。→苦手としている児童がいる
・友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができますか。

○夏季休業が終了し、前期後半がはじまりました。
９月１日に「朝会」で校長から次のことを児童に話しました。
いよいよ９月になり学校生活がはじまります。充実した毎日を送るためには、「生活のリズム」を整え

ることが大切です。古山小では健康教育のスローガンとして「すくすく元気 古山っこ ～いっぱいあそ
んで 早くねて すっきりめざめて朝ごはん～」があります。その中でも毎日朝ごはんをきちんと食べて、
体も頭も心も健康になって、これからも何事にもがんばってくださいね。

※児童の活動の様子や学校行事等については、学校ホームページに掲載してますのでぜひご覧下さい。


